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第一章 98. 5. 24 9p-15p

◎人間は永遠の昔から永遠の未来に向かつて転生を続けている。つまり何百億年昔から何百

億年の未来に向かつて転生を続けるらしいんです。

◎過去において宇宙的なことを何か学んだことのある人が、現在こうした宇宙的なことを知

つて、これは真実だという直感力が起こるんだそ うですね。

◎人間の生き方 とい うのは非常に深遠な、広大な流れがあります。

◎二月にアメリカのNASA(米 航空宇宙局)が 打ち上げたルナプロスペクターと名付けら

れた探査機が月へ行きまして、月の表面に巨大な氷の固まりを見つけたということが新聞に

出てお りましたですね。月は死の世界ではなくて、アダムスキーが言いますように生きた世

界で、また別な惑星から人間がすでにそこへ植民地としていて住んでいるんだということが

これで次第に科学的に立証される方向に来たということは大変喜ばしいと思います。

◎これを (生命の科学)徹底的に勉強をしておきますならば、私たちは確実にこの内容どお

りな生き方をすれば確実に今生を終えたならば別な進化した惑星に転生できるだろうと思い

ます。

◎ ClalⅣOyance(透 視)

◎生命 という問題が人間にとつて最大に重要なんですが、なかなか生命 とはこうなんだとい

うそ うい う研究というものがあまりなされていないようなふ うですね。

◎宇宙の創造主 (Creator)を アダムスキーが非常に頻繁に用いているとい うことは、結

局アダムスキーはスペース・ピープル とコンタク トして随分多 くの知識 を与えられてい

ますか ら、アダムスキーが創造主とい う言葉を頻繁に使 うのはスペース・ ピープルがそ

もそも創造主とい う言葉を頻繁に使っていたか らじゃないかと思 うんです。

◎日本の偉大な科学者で、遺伝子の研客費
されて世界的な大学者になつておられます筑波大

学の村上和夫先生ですね。この方が 「生命の暗号」という書物の中でどう考えても人間の細

胞をあれだけ作り上げてくれた何かが宇宙に最高のものがあるんだと。

Something Great(偉 大なあるもの)

◎人間を含めたすべての生物の命は、人間の工夫や知恵で作られたものでなく、サムシング

・グレー トからの贈 り物である事を思い出す必要があると思います。

◎良い遺伝子をおおいにオンにして (活性化させる)、 ダメな遺伝子はオフにしてしまう。

自分の体に呼びかける。人間の思念の力によつて肉体の健康状態からどうにでもなる。

◎心と意識・・・・人間の体の中に潜む精神的な二大要素

◎意識=生命



◎マインドになります と発達の段階が人によつて全くまちまちでして、非常に高度な発達し

たマインドを持つておられる方もあれば、まだ非常に低次元なマインドの人もある。

◎我々は内部の意識というものをそれこそ意識 してですね、それと一体化させるようにする

ならばマインドも次第に次元が高くなつてくる。意識 とい うのは神 と同じですから、意識 と

マインドを一体化させるということは自分のマインドが神の方に近づいて行くということに

なります。

◎因果応報の法則は絶対的に働きます。

◎地球も次第に宇宙的な方向に発達していきまして、大きな機運が起こつてくると思います。

地球と惑星との比較の法則によつて地球人が目覚めるときがいずれくるだろうと思います

ね。

◎心だけで考えることをやめて、内部 (意識)か らくる印象をキャッチするようにしなさい。

◎樹木というのはやはり生命を持つて生きています生き物ですから人間の想念に応えるんで

―
す
~。

◎あらゆる人間の魂、つまり宇宙の意識です。これは完璧な絶対的な善そのものである。

◎イエスという方は実在 した事は全く間違いありません。イエスという超偉大な人物が実在

したことはイエスに死刑を宣告したポンティウル・ピラ トスというローマ皇帝から派遣され

てイスラエルー帯を治めていたローマ総督がいました。それがイエスに会つてその印象を綴

つた報告書がローマ皇帝に送られていたんです。

◎一般の人間は、それ自体が原因であるエゴによって支配されている精神労働者です。

◎心は他の物質的な結果に心を任せたがる 。・・ 。現象を見て心がゆがめられてしまう。ふ

らふら支配されてしまう。

◎宇宙の英知=神

神の表現・・・完壁に純粋でそ うして他人を助けるような善の固まりで、そ うしてまた完

璧な健康体の現れ。

◎人間というのは無限の能力、可能性を持つている。それはすなわち創造主である神の現れ

であるからだ。

◎やってきた心の中からわき起こる印象に従つて、この印象に従つて他人に何かを行えば相

手は喜ぶだろうか、人のためになるだろうかと考えて人のためになるだろうと思われる印象

だけを選んでそれを実行すればいいんです。

◎本当のテレパシー能力をつけようと思えばとにかく心を静めて内部からわき起こる本当の

印象をキャッチする。

質問

◆生命の科学レクチャー 1は本講座中もつとも重要とアダムスキーは述べています。 どこが

重要なのかを考えてみましょう。
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レクチャー4 98, 9. 27 57P～ 74p

◎樹木 とい うのは完全な生き物なんです。要するに生物ですから魂を持っていますからね。
それで、心霊的な方面では本霊ともいいますが、本当は霊なんてないんで、魂があってそこ

から意識による波動を出してるわけです。人間と同じなんですが、人間のような自由意志が

与えられておらず、ものを言 うことができませんから、言葉を発 しませんですけどね。しか
し、樹木をジーッと観察していますとあきらかに人間と同じ立場で、こっちを見ているんだ

なと言 うことが何となく感 じられます。===万 物一体

◎ 「植物の神秘生活」  工作舎

◎月にも植物があるそ うですね。月に実は水がある。水があれば当然植物も生えるんです。

緑地帯が月探査機によって撮影されてますね。その緑地帯の写真はダニエル・ ロス氏の本
「UFO宇 宙からの完全な証拠」の中に出ています。

◎最近の新聞報道によりますと月に60億 トンもの氷が発見された。琵琶湖の水の四分の一。
◎Z氏は金星人のグループとコンタク トを続けているんです。それが5月 のはじめの頃コン

タク トによって火星のことを聞かされたそ うでして、地下に大都市が建設されていると、こ

れはなぜかと言いますと、火星は空気が薄いために太陽の放射線、特に紫外線が強烈に降り

注ぐものですから、人間の体に良くないんですね。大部分の火星人は地下に都市を建設して

地下へ潜つてしまった。

◎Z氏はコンタク トといいましても、フィジカルコンタク ト (体を持ったまま対面して話し

合 う)じゃなくて、彼の場合はテレパシーで金星人のグループから連絡が来るんです。

◎あらゆる惑星にある物質はすべて地球上にあるものとほとんど変わりはない。

◎物質の出生地は空間である。

◎来世紀になったら転生の法貝Jが科学的に立証されるようになる。 (なかば頃まで)

◎自殺 した人の霊魂はどこへ転生するかと言いますと、非常な原始的な民族中へ転生してい

つて、原始民族として最初からや り直す。大自然 と共に生きることによって改めて人間の価

値を学び直す。

◎人から殺された場合は、原始民族の中へは行きませんが、あまりよい所へは転生できない

ようですね。

◎あまりにも自分が強烈な意志を持って何かをやろうする場合、これが危険であるか安全で

あるかは自分の内部の直感力でこれは知らなくちゃ他にしょうがないとい うことです。だか

ら直感力を高めるとい うことは重要なんです。そのために我々はこうい う本を勉強している
わけです。

◎よその惑星ではものすごい進化していますから、宇宙の英知に従って生活しているわけで、
地球人だけはエゴの発揮の連続です。



◎サイコメ トリー→→→→物品に触れてその性質由来などを感知する超能力

◎遺伝子が人間の生命そのものだというその重要さを意味してるんですが、そのことが一般

に知られていない。

◎心と内部で働いている、臓物を動かしている知性とは全然別なものだ。完全に人間は二重

構造になつている。頭の中で発する心と体全体を生かしている意識。

◎おおもとの人間の人体を生かしている意識 というものは生命そのものだ。

◎心を意識と一体化させるならば、ものすごい能力が出てくるということが言えます。意識
はあらゆる能力を持つているんですから、意識というのは英知そのものであります。

◎彼らは観察される個体があたかも自分であるかのようにその個体について意識
的になるのです。
◎他人を見た場合にこの人は自分自身なのだと思 う。そ うすれば自分自身にものすごい能力

が出て来るんです。

◎見知らぬ人を街を歩くのに見るでしょう。そうすると必ずそれに対してこの人は自分自身

だとい う考え (フ ィー リング)を起こしますが、そこまで行かないにしても心の中で祝福の

想念を送る。

◎過去生の記憶を思い出せないのは、心と意識 とが一体化 しないからで、これは地球人の特

長ですね。

◎ 「あなたの細胞の神秘な力」 詳伝舎

※細胞は意識的を持った生き物だ。そしてこの宇宙空間は巨大な意識があつて、そこと細胞

がつながっているんだ。

◎内蔵を切 り取っても、少しでも根を残しておけば自然にそれは生えて来るんだ。そのため

には心が完全 (ニ ュー トラル)な状態でないとダメだ。

◎花は人間に頼むように呼びかければ動いてくれる。

質問

◆心が調和的なおだやかな状態を保 とうとすれば、人体内で起こる物事のすべてを知ること

が2い の義務であり特権であるのです。(68p)
人体内で起こる物事を知るとい うことを考えてみましょう。

◆彼 らは (異星人)観察される個体があたかも自分であるかのようにその個体について意識

的になるのです。(69p)
観察される個体が自分であるかのように意識的になったことはありますか? 体験談をお

話下さい。

l
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レクチャー5 98. 11. 15 73p-77p

◎カルマ……インドの古代哲学の用語 (カ ルマン)(宿命)

◎人間には絶対に死滅しない無くならないものがある。人間が転生するときにそれが一緒に

くっついて転生して歩きまして、永遠がそれがいつしょくたに歩いていくということですか

ら、結局過去生からの記憶というものは誰にでもある。

◎過去生から連綿と続いてきた私達の記憶、または知識の存続これが非常に重要なんですが、

来世紀なりますと地球人も宇宙的な知識を持つようになる。

◎Ul]○ なるものはわれわれの太陽系の別な惑星から来る大宇宙船であり、また巨大な文明

が別な惑星に発達しているんだと言うことを地球人は常識として知るようになる。後 20年

加速度的に、幾何級数的に地球人の知識は進歩してきます。来世紀の中頃になれば、大体も

う別な惑星の人達と交流をして堂々と別な惑星へ行ったり来たりするようになるそうです。

◎NASAが 密かに本物のUFOを 開発 している。

◎転生は不公平なことはない。絶対に公平。

◎悪い宿命を持ってきた人達はどうどうすれば救われるかといいますと、それは意志の力で

す。これが人間の救いです。>>>>>信 念 の力

◎地球人は心というものしか用いないで、内部に宿る一種の感知力を応用することはまだで

きていない。

◎地球人はいろんな動植物だけに自分を密着させようとして、もつと空間の神秘的なものを

考えようとしない。

◎アダムスキーが言 う宇宙の意識はどんな空間にも満ちている意識です。宇宙の創造主その

ものです。

◎善悪を作り出したのは人間が勝手に分類して作り出した。宇宙の意識は絶対の善

◎プラ トンは宇宙の意識に気付いていた===>イ デア論

◎心を完全なニュー トラルな状態にして、体の中で働いている法則 (人間を健康体にしよう

とする宇宙の意識から来る法則)に よって人体が保たれているわけですが、その法員Jを 妨害

しないように自由に働かせるようにすれば完壁な健康体になる。

◎宇宙の意識は要するにril造主。これは万物を生成発展させようとしている根源的なパワー。

これが満ちた世界は絶対的な世界。崩れることもなければ、途中から消えることもない。永

遠にこの宇宙空間に満ちている絶対的な世界D・ ・・・

1対1哲1学)Ⅲ … 自分の想念を絶対化させて宇1手 の意識の中へ入り込んでし



まって本当に溶け込んでしまう。自分は絶対的な存在だ

◎まず考えること。それから考えることをやめて純粋無垢な状態なつて宇宙空間に溶け込む

◎4次元の世界>>>>宇 宙空間の創造主の意識の世界。

◎宇宙は二つの波動からなっている 。・・①物質の波動 ②人間の想念波動 ③宇宙空間に

満ちる意識、創造主の波動

◎同調の法則・ 。・悪い想念波動を起こせば悪いものが同調して引き寄せられてくる。

(良 い想念波動を起こせば良いものが同調して引き寄せられてくる。)

◎神は限界を知らない四次元である。神とは万物の魂。意識とは生命を可能ならしめる、万   ヽ

物の魂

◎ 「あなたの細胞の神秘な力」  ロバー ト・B・ ス トーン著  祥伝社

質 問

◆この章では4次元について多く述べられています。ここでの四次元とはどんな意味を指し

ているでしょうか。
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